
５ 議 事 概 要 

（１）委員長には、委員の互選により、田中忠次・東京大学名誉教授を選出しました。 

 

（２）事務局で検討した補修案の内容について、報告を行いました。 

 

（３）報告内容について、委員から以下の意見をいただきました。 

・ 打設するコンクリートの断面や鉄筋の規格が大きいこと等を踏まえ、施工計画の 

策定にあたり十分配慮すること。 

・ 比較的強度が弱い凝灰岩層が、流れ盤（斜面側に地層が傾斜している状態）に   

なっている箇所については、土質定数の設定を再検討すること。 

・ コンクリートの補強壁を有する断面下部のＤ級岩盤（比較的強度の弱い岩盤）に  

ついては、基礎地盤として十分な支持力等を有するか、解析により評価すること。 

・ 取水塔側の既存施設を残す場合は、動態観測データや解析等から評価すること。 

 

 

流れ盤のイメージ図 

（斜面側に地層が傾斜している状態） 
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